調布市立第六中学校

「チアリーダー伝説」

　　


　作・照屋　洋





　　

【キャスト】
Ａ 男（三村）
Ｂ 男（和田先生）
Ｃ（高橋由美）
Ｄ（めい）（記者）
Ｅ（をと）（記者）
Ｆ（もえ）（記者）
Ｇ（つき）（記者）
Ｈ（ひめ）（記者）

Ｉ 男・（ともぞう）

Ｊ 男（のんき）
Ｋ 男・（ますお）
Ｌ 男（えびぞう）

Ｍ 男（にっくん）
Ｎ 男・（あっくん）

Ｏ（らん）
Ｐ（わか）
Ｑ（れん）
Ｒ（るい）
Ｓ（まる）
Ｔ（伝説のチアリーダー）麻子
　　（オーレルゲイエ？）（妖精？）
１

２
３
観客ア
観客イ
観客ウ
観客エ
観客オ
観客カ
観客キ
（舞台仕込み）舞台半分より後ろに、９０㎝～１２０㎝幅の平台を横一列に置く。高さは３０㎝～４０㎝くらい。したがって、奥が一段高くなった舞台になる。その他の装置はなし。四角い箱二つ（イスになる）、上手袖内に準備しておく。

スモーク準備

　　　　　　　一、
　　　　音楽（　　　　　　　　　）とともに幕が開く。スモークの中、青いホリゾントの前に、麻子（あさこ）、しなやかなポーズで（例えば、バレエの始まりを予感させるようなストップモーションで）止まっている。照明はホリゾントのみなので、シルエットで見える。やがて、踊りだす。華麗に。美しく。踊り始めたら、バックライト、ＳＳつく。まるで月明かりの下、妖精が踊っているかのようである。近くに、開いた一本の傘が置かれている。


突然踊るのをやめ、上手を見る。急いで傘をとり、高く掲げ、一～二回ピルエット。急ぎ下手へ去る。センターサス点く。

上手から大勢の観客が押し寄せて来、

客席の方を向いて応援している趣。

センターにサッカーのユニホォームを着た一人の選手（Ａ・三村）出てくる。センターサスの下にボ―ル（無対象）をゆっくりセットする。ＰＫである。

（客席の方に向かって）蹴る。失敗する。観客たち、あきれてゆっくりと帰っていく。

一人取り残されるＡ。うなだれる。

一部観客、ストップモーションで舞台に残っている。時間が静止している中、下手から麻子現れ、Ａの所に行く。慰め、立たせ、上手に連れ去る。サスの位置から出たらサス消え、退場。
ＢＧＭ。それに合わせて、ストップモーションの観客たち、ダンスを踊る。照明はそれに合わせる。ダンス終え、退場。ＢＧＭ消える。

　全体明るくなる。昼間の明かり。

　　　　　　　二

上手からＢ（先生）、追うようにしてＡ登場。

Ａ　　先生！　待ってください。なんでオレ　　　　　　　　　　　　　

じゃあだめなんですか。

Ｂ
なんでＰＫはずした！　せめて引き分けに持っていけば、リーグ最終戦が楽だったのに。あの試合、うちのチームにとってでかいことぐらい、分かってんだろう。俺が必要とするのは、全国大会で優勝に絡むことのできるチームなんだよ。関東大会で消えるようなことは、許されないんだよ。

Ａ
すいません。でも、ここに来るまでのオレの働きを、先生、認めてください。

Ｂ
ああ、十分認めているよ、だがな、今は必要ないんだよ。あんな大事な場面でＰＫはずすようなやつはな！

Ａ
先生！

Ｂ
たまには故郷に帰って、親孝行したらどうだ。

Ａ
親父からは、全国優勝するまでは帰ってくるなと言われています。

Ｂ
心配するな、優勝するから。お前の田舎まで連絡してやるから。

Ａ
もう一回、チャンスを下さい。今度は失敗しません。

Ｂ
（前のセリフにかぶせて）無理なんだよ、中学生が親元離れてサッカー留学なんてよ。

Ａ
・・・・・

Ｂ
（無言で封筒を投げる。）

Ａ
なんですかこれ。

Ｂ
切符が入ってるよ。今度の土日の新幹線の切符だよ。

Ａ
今度の土日って、試合の日じゃないですか。

Ｂ
だから？

Ａ
それって、もうおれは戦力外ってことじゃないですか。

Ｂ
髙橋のやつ、心配してたぞ、おまえのひざのこと。

Ａ
由美ちゃんが・・・

Ｂ
こんなことも言ってたぞ。この頃三村君変わったって。夢を追いかけていた昔の三村君はどこ行っちゃんたんだろうって。

Ａ
由美ちゃんがそんなことを・・・

Ｂ
好きなんだろ、髙橋のこと。

Ａ
でも、断られたから。

Ｂ
髙橋の方でもおまえのこと好きなんだよ。

Ａ
まさか。

Ｂ
おまえは何にも知らないんだな。最近また、入院したんだぞ。頭に腫瘍があってなぁ、抗がん剤治療も受けることにしたらしい。来週、手術らしいぞ。

Ａ
由美ちゃん・・・

Ｂ
このままじゃ、好きなんて言えない、でも、絶対に治すって。それから言えばいいって。考えてやれよ、その気持ち。

Ａ
全然知らなかった。

Ｂ
だから使えないんだよ、おまえは。いいから、田舎に帰って少し休んでこい。膝の主治医がいるんだろ。しっかりみてもらってこい。（去ろうとする。）

Ａ
でも、この大事な時に・・・

Ｂ
あ、そうそう、その封筒に切符、２枚入ってるから。髙橋が、もし行けるんだったら、２人で行って来い。（去る。）

Ａ
先生！（一人取り残される。）


ちきしょー。あの時のＰＫ。あれは、あれは、麻子がいなかったからだ。あの伝説のチアリーダー、麻子が。ああ、なんで現れなかったんだ。麻子がチアのセンターに現れると、必ず試合に勝つ。あんな大事な時になぜ現れなかったんだ。


ホリゾントの前を閉じた傘を持った麻子が横切る。

Ａ
あ、麻子？


　Ａ、追おうとするが、突然現れる記者団（Ｄ～Ｈ）に巻き込まれ、進まない。麻子、下手に退場。

Ｈ
三村君、一言お願いします。

Ｄ
この間のＰＫ、外してしまいましたが、どんなお気持ちですか。

Ｅ
すでにアンダー１５のメンバーの当確線上にあるようですが、今回のことが影響しそうですか。

Ｆ
三村君、中学生で寮生活をしながらのサッカー留学、どうお考えですか。

Ｇ
ストレスがあったんじゃないですか。

Ｈ
三村君、ちょっと答えてください。


　記者たち、口々に質問攻め。


　三村、上手に逃げ去る。


　記者たち、追い、上手に退場。


三村、再び上手から登場。ようやくのことで記者たちから逃れてきた様相である。


下手から先生登場。ボールを持っている。

Ａ
あっ、先生！


先生、ボールを三村に渡そうとするその瞬間、いつのまにか現れたコロスに持っていかれてしまう。（ＢＧＭ）以後、あちこちからコロスが現れ、ボールの受け渡しをする。決して走らない。普通に歩きながら、ボールを渡し、もらう。いつのまにか、すれ違ったコロスが持っているような工夫をする。渡し方、取り方の工夫は非常に大事である。例えば、振り向いた瞬間に、持っていたボールを後ろを通ったコロスが取っていったり、転がしたボールを歩いてきたコロスが丁度拾えるような計算した動きで。コンテンポラリーダンスの趣である。


三村はボールの後を追うが、取ることが出来ない。三村の、サッカーでうまくいかない状況の比喩のようであり、心象風景のようでもある。


いつのまにか、コロス達いなくなり、最後に先生退場。三村、後を追う。ＢＧＭ消える。

Ａ
先生！（追いかけるように退場。）

応援団員（Ｉ～Ｎ）登場。位置に着く。みな応援団の服を着ている中、Ｊだけがなぜか短パンを履いている。

Ｉ
お前ら！　今日のこの試合がどんなに大事かわかってんのか！

全員
押忍（おっす）！

Ｉ
だったら、誠（まこと・Ｊ）！　なんでお前だけ短パンなんだ。

Ｊ
あっ、はい、すいません。さっきまで気づきませんでした。

Ｉ
さっきだと～！　いったいいつのことだ！

Ｊ
ト、ト、トイレに行ったときです・・

Ｉ
ばっかもーん！　だいたいお前は夕方になって初めてトイレに行くのか。

Ｊ
あ、いえ・・その・・大、の方であります。


　みんな、くすくす笑う。

Ｉ
笑うなー！


全くたるんでる。今日は大事な一戦だぞ。今日勝たなければ、次の試合、このリーグ戦最終戦が苦しくなる。気合が入ってれば、トイレなんか一週間行かなくても大丈夫なはずだぞ。

全員
押忍！

Ｋ
団長！

Ｉ
なんだ。

Ｋ
団長もトイレには行ってないんですか。

Ｉ
当然だ！　おれは六中に入って以来、一度もトイレに行ってない。

全員
お――（拍手）

Ｉ
お前たちとは気合いが違う。

全員
お――（拍手）

Ｉ
根性が違う。

全員
お――（拍手）

Ｉ
頭が違う。

全員
お――（拍手）

Ｉ
顔が違う。

全員
お――（拍手）

Ｉ
家柄が違う。育ちが違う。後姿が違う。パパママが違う・・・それから

Ｌ
団長、大変です！　敵のフォワードがフリーでゴール前でパスをもらいました。

全員
お――

Ｍ
キーパー出てきました。一対一です。あぁシュートを打ちそうです。

Ｎ
あっ！シュートです。なんと、入ってしまった――

全員
お――

Ｋ
あ――、なんということだ。先制点をとられてしまった。

Ｊ
あ――、僕が短パン履いてきたばっかりに。

Ｉ
いや、まだ負けたわけじゃない。あと何分ある？

Ｎ
５分です。団長。もう、５分しかありません。

Ｍ
もし、このまま点が入らなければ、来週の試合、厳しくなります。

Ｌ
団長！　三村が、三村が、ゴール前で倒されました。

Ｎ
ＰＫです。ＰＫをとりました。

全員
お――（拍手）

Ｉ
蹴るのはもちろん三村だろうな。

Ｋ
もちろんです。三村は今まで失敗したことがありません。

Ｊ
もう、これで大丈夫ですね。

Ｍ
応援しましょう。

Ｎ
三村、ゆっくり立ち上がり、ボールをセットします。

Ｉ
よし、応援するぞ。

全員
押忍！


チアガールたち登場。センターが空いている。

Ｉ
フレー、フレー、六中

全員
フレーフレー六中フレーフレー六中


ワ――――

Ｉ
そして、このときに登場するぞ！

Ｊ
えっ、もしかして

Ｎ
大事な場面になると、どこからともなく、必ず現れるという、

Ｋ
あの、伝説の戦士

Ｌ
彼女が現れると、必ず試合に勝つという、

Ｍ
あの、伝説のチアリーダー

Ｉ
そう、麻子の登場――！


全員、センターに向かい、手を広げ、迎えるしぐさ。そこにピンスポ。全体は薄暗く。しかし、麻子は現れない。すぐに元の明り。

Ｋ
どうしたんだ。

Ｉ
よし、もう一度だ。伝説のチアリーダー麻子！


再び全体薄暗くなり、センターにピンスポ。麻子、現れない。すぐに元の明り。

Ｍ
団長！　三村が蹴ります！


　みな、息をのんで見つめる。

全員
あ――――

Ｊ
外してしまった――


　少しの間。

Ｉ
（ホイッスルを吹く。）ピー。試合終了だ。（間）お前たち！

全員
はい！

Ｉ
お前たちの根性が足りないからだ。

全員
はい！

Ｉ
学校までダッシュだ！

全員
はい！


　全員走って下手に退場。


　Ｊだけ上手に行く。

Ｉ
誠！　こっちだ！

Ｊ
あ、あの、ズボンが・・・


　Ｉ、あきれて下手へ退場。


Ｊ、一度上手に引っ込み、再び出てくる。手にはズボンを持っている。舞台を横切り、下手へ退場。


　上手から、三村、由美出てくる。

Ａ
由美ちゃん、本当なの？手術するって。

Ｃ
（明るく）うん。

Ａ
どうして教えてくれなかったの？！

Ｃ
さー、なんででしょうね。

Ａ
由美ちゃん。

Ｃ
三村君！

Ａ
え？

Ｃ
三村君、この頃おかしい。

Ａ
なにが？　どういうこと？

Ｃ
三村君、サッカー楽しい？

Ａ
え、うん・・・

Ｃ
昔の三村君は、いつも夢を追ってた。サッカー楽しんでた。でも、この頃変わった。なんか勝つことばっかりに執着して。そして、監督の先生の目ばかり気にして。チームの仲間のことより自分のことばっかりで。前の三村君はもっとやさしかった。今の三村君、目が死んでる。

Ａ
な、なんだよ、いきなり。

Ｃ
先生、本当に三村君のこと心配してたわ。あいつは技術は最高なんだけど、こっちがなって。（自分の胸の辺りにこぶしをあてる。）

Ａ
度胸ってこと？

Ｃ
ハートよ。熱いハート。

Ａ
熱いハートなら誰にも負けないよ。

Ｃ
勝ちたい、自分を認めて欲しいという点ではそうかも知れないけど。


ね、三村君、あなた盛岡を出るとき、私に話してくれたこと覚えてる？

Ａ
え・・・・・・

Ｃ
「僕の夢は、ただのサッカー選手になることじゃないんだ。子どもたちに夢を与え、みんなを幸せにするサッカー選手になることなんだ。」　そう、目を輝かせて言ってた。あの頃の三村君、本当に素敵だったなあ。

Ａ
・・・・

Ｃ
病気の子ども達や生きる希望を無くしている人たちに、僕ががんばっている姿を見せることで、明るく希望をもって生きていってくれれば。そんなことも言ってた。

Ａ
ああ、言った・・・・

Ｃ
それからこんなことも言ってた。「ショートカットの女の子が好きなんだ。」って。（ＢＧＭ）
Ａ
えっ！

Ｃ
私ね、来週の水曜日、頭の手術するの。


それでね、頭、丸坊主にしなくちゃならないの。

Ａ
由美ちゃん。

Ｃ
だから私、明日美容院に行くの。ショートカットにしてくるから。三村君の好きなショートカットにしてくるから。そしたら三村君、会ってくれるかなあ。ショートカットの私を見てくれるかなあ。

Ａ
由美ちゃん。

Ｃ
口紅もつけてみようかな。中学生がつけちゃおかしいかなぁ。髪を切る前に一番きれいな私を見てほしいな。服は、そうだ、ピンクの服にしよう。５年生の学習発表会の劇で、舞台に立った私を見て、ピンクの服似合うねって、三村君言ってくれた。だから、ピンクの服にしよう。

Ａ
由美ちゃん。

Ｃ
カメラ持ってきてくれる？　きれいに撮ってよ。それから、一緒に写ってね。それを持って病院に行こう。そして、髪を切るんだ。私、丸坊主になっちゃうんだ。案外、似合ったりしてね。

Ａ
由美ちゃん。

Ｃ
ごめんね、もう病院にもどらなくちゃ。２時間だけの外出許可なの。でも、病院の先生にお願いしてみる。そしてもしＯＫが出たら、２人で岩手に行こう。


ショートカットの私と、あの夢を語った盛岡の町を歩こう。そしたら私、手術がんばれる気がする。うん、絶対がんばる。成功させてみせる。

Ａ
由美ちゃん！（ＢＧＭ消える。）

Ｃ
あ、送らなくていいよ。一人で帰れるから。

Ａ
（何か言おうとする・・が・・。）

Ｃ
（Ａが言おうとする前に）あ、それから、あの伝説のチアリーダーの麻子さん、盛岡の町に現われたらしいよ。（ＢＧＭ）

Ａ
なんだって！？

Ｃ
じゃあ。明日、メールする。（下手へ退場）


Ａ、少し追おうとして止まる。そこは下手サスの下。照明はサスとホリゾント（青）だけに変わる。次のＡの独白の間に、センターサスの位置に箱（イス）を二つ置いておく。新幹線の座席である。黒子、三村の独白の間に三村の横に旅行鞄を置く。

Ａ
翌朝、由美ちゃんからメールが来た。土日どころか、金曜日の外出許可も下りなかった。彼女は僕にショートカットをみせることもなく、病院で丸坊主になった。メールの最後にこう書いてあった。「盛岡の町を見てきて。２人で歩いた駅前通りを歩いてきて。」

旅行鞄を持って移動。センターサスの下のイスに座る。下手サス消え、センターサス点く。

Ａ　　結局、新幹線には一人で乗ることになった。（空いている左側の席を見てから）本当はここに由美ちゃんがいるはずだった。いや、本当は僕は今頃グランドで明日の試合に向け最後の調整をしているはずだった。どこかで何かが狂ってしまった。由美ちゃんの言うとおりかもしれない。最近サッカーやっていても楽しくない。小学生の頃、楽しかったなあ。それに夢があった。今もあるけど、今は自分のことだけだ。だから由美のことも気づかなかった。あのころは病気の子どもたちに力を与えたいと思っていた。自分ががんばればみんなが勇気を持てると思って、サッカー選手になりたいと思っていた。もちろんサッカーが好きだけれど、メッシのようにみんなが夢と希望をもって生きられるようなサポートをしていきたいと思っていた。そうだ、盛岡に着いたら、小学校の体育館に行ってみよう。そして、卒業式で一人ひとりが話した将来の夢をもう一度思い出してみよう。よし、友達も誘おう。いきなりメールして来れるやついるかなあ。（メールを始める。メールを打ちながら）今日の午後３時、小学校で会おう。（打ちながら、寝てしまう。）（ＢＧＭ消える。）


空いている席に、麻子（Ｔ）、座る。三村、目覚める？

Ａ　　あの、この席・・・

Ｔ　　いるの？

Ａ　　あ、いえ、いないんですけど

麻子、切符を取り出し見る。

Ｔ　　合ってますけど。

Ａ　　え？　（切符を見せてもらう。）ホント

　　　だ。


間。


三村、麻子の顔をよく見る。

Ａ　　もしかして、麻子さんですか？

Ｔ　　フフ（笑う）

Ａ　　やっぱり！

Ｔ　　この間もそう言われました。よっぽど

似てるんですね、その、麻子さんとか

いう人と。

Ａ　　そうですよね、麻子さんの訳がない。

Ｔ　　なぜ？

Ａ　　こんなに簡単に会えたら、もっと早くから会えてたに違いないから。

Ｔ
会ってたかもね。

Ａ
え？

Ｔ
あ、ううん。

Ａ
だいたい、誰も直接、麻子さんのことを知らないんですよ。ただ、試合になると、どこからともなく現れて、チアリーダーのセンターで踊っている。

Ｔ
へー、かっこいいですね。

Ａ
そうなんです。そして、彼女が現れた試合は必ず勝つんです。だから、伝説のチアリーダーと呼ばれています。

Ｔ
いつも現れてたら負けないじゃない。

Ａ
ところが、現れないときもあるんです。

Ｔ
なぜ？

Ａ
分かりません。

Ｔ
普段はどこに？

Ａ
それも分かりません。でも、今盛岡にいるらしいんです。

Ｔ
それで、これから盛岡に？

Ａ
はい。

Ｔ
会えるといいわね。

Ａ
会えるでしょうか？

Ｔ
会ってどうするの？

Ａ
なぜ、この間の試合に来てくれなかったのか、そして、あなたはいったい誰なのか、

Ｔ
会えるあては？

Ａ
会いたいと思っていたら会えないでしょうか。

Ｔ
今まで現れた時って、あなたはそう思っていた？

Ａ
いいえ。

Ｔ
どんなときに現れたか、よく思いだしてみたら。

Ａ
そうですね・・・・

Ｔ
どう？

Ａ
ええ、現れてほしいなんて、思っていなかったと思います。それに、

Ｔ
それに？

Ａ
もしかすると、小学校の時にも見たことがあるような気がしています。

Ｔ
サッカーのときではなく？

Ａ
ええ、もしかすると、もっと小さいときも。

Ｔ
へー、どんな時かしら。

Ａ
あー、なんだかだんだん思い出してきた。友達と大人になったら何になるかなんて話をしていたときとか、そうそう、小学校の卒業式にも。

Ｔ
卒業式にも？

Ａ
そうです。呼びかけの時に。あの、みんなが一人ずつ夢を語り合っていた時に。

三村、立ち上がり、少し前へ出、再現する。その間に、麻子、そっといなくなる。

Ａ　　僕は、僕は、サッカー選手になります。そして、えっと、そして、あれ、なんだっけ。僕の夢って、なんだっけ・・・・


後ろを見て、麻子がいないのに気づく。

Ａ
あれ？　どこに行ったんだろう・・・


席に座り、再び携帯を持ち出し、メールを始める。眠ってしまう。（（ＢＧＭグノーの「アベマリア」

麻子現れ、眠っている様子を見、傘を持ってダンス。一～二回ピルエット。三村の上に傘をさす。ゆっくりと溶暗。

　　　　　　　――溶暗、暗転――



三


盛岡。母校の小学校の体育館。三村の小学校時代の友達がすでに集まっている。

１　　三村のやつ、何だって小学校に集まろ

　　　うなんて言ったんだろう。

２　　ホントだよ。おれ、体育館借りるの大

　　　変だったんだぞ。

Ｏ　　なつかしかったのよ。だって、小学校

　　　卒業してすぐ東京へ行ったでしょ。

Ｐ　　そうよねー。私にも会いたかったろう

　　　し。

Ｑ　　関係ないって。

Ｒ
三村君、かっこよくなったかなあ。

Ｓ
サッカーやってるときの三村君、キラキラしてたからなあ。

３
おれだって、キラキラしてるぜ。（ポーズ）

Ｓ
全然ダメ。

３
ちぇっ、おれだって三村と一緒にサッカーやってたんだけどなあ。

Ｒ
サッカーやってるから格好いい訳じゃないのよ。

Ｑ
そうそう、なんかオーラがあったわよね。

２
まあ、そうだよな。あいつは、世界を考えていたからなあ。

Ｏ
えーそうなんだ。

Ｐ
イタリアとか、スペインとか？

３
じゃなくってさ。なあ。

１２
うん。

Ｓ
え？　何があったの？

１
５年生の時、総合の授業でカンボジアの子供たちとの交流があったじゃん。

２
その時、生活のために、学校にも通わずサッカーボールをぬっている孤児たちだということを知ってさ、あいつ・・・

Ｑ
あ、覚えてる。サッカーのワールドカップも知らず、ボールを縫っているんだってね。

Ｏ
うんうん、親をエイズで亡くしたり、元子供兵だった子も何人かいた。

３
それでさ、三村のやつ、一人の男の子に聞いたんだ、「将来の夢は？」って。

Ｒ
そしたら？

１
「大人になること。」

Ｏ～Ｓ　え？

１
大人になることって答えたんだ。

２
あの子たち、今日生きていることだけで、精一杯なんだよ。

３
おれなんか、こんなに恵まれているのに、夢なんかない　とか言っていたもんな。

Ｐ
そうよね、今普通に生活出来ていることが幸せだって、忘れちゃうわよね。

１
それでさ、あいつ決めたんだ。「僕は世界中の子供たちが夢を持って生きられるような、サッカー選手になるんだ。」って。

Ｒ
かっこいい！

Ｓ
だからキラキラしてるのよね。

３
やっぱり俺たちとは違うよなあ。

１
でも、本当は明日、関東大会の最終戦なんだ。

Ｑ
えっ、じゃあそれに出ないってこと？

２
三村に聞くなよ、その話。なんか、あいつ、いろんなことがうまくいってないみたい。

３
そうそう。やけになったメールも送られてきた。

Ｏ
そうなんだ。

Ｒ
三村君、その素敵な夢、忘れちゃったのかなあ。

Ｓ
だったら、思い出す手伝いをしようよ。

Ｐ
いいわ、せっかく小学校の体育館に集まっているんだし。

Ｑ
みんなの力で、三村君の夢を応援しよう。

みんな　うん！

１
あ、三村だ。めいたちもいる。

　　　　（三村たち登場）

Ａ
ごめんごめん、遅れちゃって。

みんな（口々に）　元気だった？　久しぶり


等々。

１
めいたちもなんで遅いんだよ。

Ｄ
迎えに行ってたのよ、ねぇ。

Ｅ
そうよね。三村君、迷子になると困るから。

３
なんで地元で迷子になるの。

Ｏ
単に迎えに行きたかっただけでしょ。

Ｆ
一人で来させるなんて。将来の日本代表を。ねっ。（Ａの方をポンとたたく。）

Ａ
あ、いや、そういうわけには、なかなか・・・・

Ｇ
今、関東大会の真っ最中なんでしょ。

Ｈ
今度いつ試合？　応援に行こっかなぁ。


　元からいた人たちは、慌てる。

２
あ、その話はまた。三村も疲れているだろうし。

１
膝の方はどう？　病院には行くんだろ。

Ａ
ああ、まあ、大丈夫。検査に行くだけ。

Ｏ
三村君が遅れてくるなんて珍しい。

Ａ
それがさあ、新幹線の中で不思議なことがあってさ。

Ｑ
なーに、不思議なことって？

Ａ
由美ちゃんが座るはずだった席に、その席の切符を持った女の子が入ってきたんだ。

Ｓ
えー、誰その子。

Ｇ
やだー、三村君がナンパされちゃう。

Ｆ
あんたと違うよ。

Ｄ
それでどうしたの、その子。

Ａ
いつの間にか消えちゃったんだ。

Ｓ
何それ？！　おばけ？

３
（いきなり大きい声で）わ――

Ｓ
もうーやめてよ。

Ｈ
まるちゃん、この間塾の帰りに、お墓の前の道でにんじん投げたら泣き出したんだよね。（手にはにんじん。）

２
なんでにんじん持ってるの。

Ｈ
私の必需品。

２
あー（変な納得。）

Ａ
みんなにも前に手紙で話したろ、伝説のチアガール麻子のこと。

みんな　うんうん。

Ａ
彼女が麻子じゃないかと思うんだ。

３
なんで？

Ａ
麻子さんって小さい頃から何回も会っている気がするんだ。

そして、新幹線であった彼女にも初めてあった気がしないんだ。

Ｐ
よくわかんない。

Ａ
また、何かのきっかけで現れるかも。

Ｑ
きっかけって？

Ａ
・・・例えば、・・・夢を話しているときとか。

Ｇ
夢を配る精霊って、いろんな国にいるんだって？

Ｏ
あー、私、こんな話聞いたことがある。デンマークやスウェーデンにオーレ・ルゲイエという精霊がいて、夜になるとオーレは子供部屋に入っていき、よい夢が見られるようにと、眠っている子どもの上に魔法の傘を差すんだって。

Ｓ
へー、それでみんな素敵な夢を見られるのかしら。

Ｐ
でも、その麻子さんの場合はちょっと違うような気もするな。

２
うん、夢を見させてくれるんじゃなくて、夢を持っている人の所に現れるってことかもね。

３
いろんな精霊がいるんじゃないの。

Ｅ
そうよきっと。夢を見させてくれる精霊がいるってことは、夢を応援する精霊がいてもおかしくないわよね。

Ｆ
ということは・・夢を持っていなければ、その精霊は出てこないってこと？！

Ｒ
そうか、麻子さんが現れなかった理由は・・・・

１
なあ、三村、直前のメールにも書いてあったけど、いろいろ話したいこと、あるんじゃないの。

Ａ
ああ、・・・なんかもうだめだよ、おれ。ＰＫは失敗するし、明日の試合使ってもらえないし。このまま、盛岡に残っちゃおうかなぁ。

Ｈ
なんか三村君らしくない。

Ｓ
由美ちゃんはどうするのよ。

Ｒ
がんばってるんでしょ、病気と。

Ｄ
一人でいさせるの、東京に。

Ｐ
知ってるわよ。由美とはいつも連絡取り合っているんだから。

Ｅ
なんかがっかりだな。

Ｏ
今日の三村君、輝いてなーい！

Ｑ
勝つことばっかり、自分のことばっかり――

Ｒ
ねえ、思い出してよ。みんなで夢を語り合ったじゃない。

Ｓ
何があっても夢のために頑張るって、約束したじゃない。

２
そうだよ、あの頃の三村、ホントにかっこよかったぜ。

３
キラキラしてたぜ。

１
もう一度、思い出せよ、あの頃の夢を。


１～３、Ｏ～Ｓ、所定の場所に並ぶ。ＢＧＭ。

Ｆ
雲一つない青空の下（もと）、

Ｇ
今日は小学校の卒業式。

Ｈ
卒業証書授与が終わり、

Ｄ
次はいよいよ卒業生による呼びかけです。

Ｅ
一人一人に将来の夢を語ってもらいました。

Ｏ
私、大きくなったら（役にあたった生徒一人一人が、自分の夢を語る。）

２
ぼくは、

　　　　（二人目以降、かぶってしゃべる。
　　　　　８人、それぞれの場所で異なる方を向いて夢を語る。）
Ｑ
私は

３
僕は

Ｒ
私は

Ｓ
私は

１
僕は

Ｐ
私は

　　　　（三村、みんなを遮るように突然）
Ａ
僕は！　僕はプロのサッカー選手になります！　そして、ヨーロッパで活躍して、世界中の子供たちに夢を与えたい、生きる希望や楽しさを知ってほしい、そんなことが出来るサッカー選手になります。

みんな　三村！


いつのまにか麻子が傘を持って現れている。みんなストップモーション。動いているのは、麻子だけである。麻子、三村の所に来て一～二回ピルエットしてから三村の上に傘をさす。非常にゆっくりと溶暗。



――暗転――



四


次のＣのせりふの間で、チアガール、応援団、衣装に着替える。セリフの途中、一人一人出て行き、位置に着く。三村を応援する仲間が、一人、また一人と現われてくるかのようである


Ｃ（由美）、下手サスの下で独白。ホリゾント青。ＢＧＭ。

Ｃ
関東大会の最終戦は、幸運にも勝つことが出来た。私の手術も成功した。三村君が戻ってきた。あのころの三村君が。いつも夢に向かって輝いている三村君が。


・・よかった・・・。


三村君、私がんばったよ。手術がんばったよ。だって、三村君を応援したいもの。三村君の素敵な夢をずっと応援したいもの。


盛岡のまるちゃん達からメールが来たよ。手術がんばってねって。それから、、、三村君は三村君になって東京に戻ったよって。


みんなありがとう。みんなや、三村君や、夢のおかげで、私は病気と闘っていけると思う。（わずかに間）


素敵だな、と思うこと。それは、

朝が来ること。朝が来たことに感謝をし、一日を笑顔で過ごすということ。

夢があるということ。夢を追いかけるということ。転んでもまた立ち上がって、歩き出す勇気があるということ。

仲間がいるということ。応援する仲間がいるということ。

（空気を換えて）


そして、全国大会の１回戦。終了直前、ゼロゼロで終わろうとしているそのロスタイム。三村君がＰＫをとった。蹴るのはもちろんエースの三村君。ゆっくりとペナルティスポットに歩いて行く。自信にあふれ、楽しんでいる、そんな表情が見てとれる。そして、チアガールが今まさに踊ろうとしているその時！　麻子さんだ！　麻子さんがセンターに現れた――

センターに麻子が現れる。ドラマチックに。そこにピンスポ。麻子、　ダンス。幕開けのソロのダンスを彷彿させる動きである。そして、ゆっくりとバレエの礼。立ち上がる時もゆっくりと。ＢＧＭ消え、すぐにチアダンスの音楽。

チアガールたち、ダンス。


ボールを持った三村登場。先生も見守っている。床にボールを置く。蹴ろうとした瞬間、全員ストップモーション。１枚の記念写真のような絵で幕が下りる。


――幕――

※劇中、髪を切る女の子の話は、古市佳央さ

んの実体験からお借りしたものです。
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